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提
案
概
要
は
、
納
屋
を
活
用
し

た
加
工
場
整
備
と
、
古
民
家
を
活

用
し
た
地
域
内
外
の
交
流
拠
点
づ

く
り
で
す
。
今
回
、
布
施
地
区
地

域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
松
崎
恵
さ
ん
に

お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

問　

田
屋（
母
屋
・
加
工
場
）の
現

状
は
？

松
崎　

交
流
施
設
兼
加
工
場
と
し

て
、
空
き
家
を
改
修
し
ま
し
た
。

昔
、
農
作
業
の
合
間
に
近
所
の
縁

側
で
お
茶
を
し
て
い
た
事
か
ら
、

気
軽
に
み
ん
な
が
集
ま

れ
る
場
所
を
目
指
し
て

「
長
ぐ
つC

afé

」と
名

付
け
、
ロ
ゴ
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

現
在
地
域
の
グ
ル
ー

プ
が
カ
フ
ェ
や
加
工
場

を
使
用
し
、
地
区
別
戦

略
実
行
委
員
会
が
管
理

を
し
て
い
ま
す
。
利
用

地区別戦略ニュース

　地区別戦略実現事業の３年目となる平成 30年
度。早くも夏を迎えています。「夏」というにはあ
まりに暑い日が続いていますが、気温に負けない
熱い取り組みが各地区で展開されています。
　今回の「地区別戦略ニュース」では、「都市交流
拠点整備事業」についてお伝えします。
　平成 28年度には出羽地区と市木地区が、平成
29年度には布施地区と日貫地区が事業採択され
ています。各地区のその後については下記のイン
タビュー記事をお読みください。

規
約
等
を
作
成
し
、
設
備
等
の
不

足
や
改
善
点
を
共
有
し
、
鍵
の
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

活
用
状
況
は
？

松
崎　

母
屋
は
、
現
在
週
１
回
の

高
齢
者
の
つ
ど
い
の
場
、
概
ね
月

１
回
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
と
月
１

回
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、
住
民

の
利
用
も
あ
り
ま
す
。
交
流
事
業

と
し
て
の
カ
フ
ェ
は
、
５
月
の
連

休
に
合
わ
せ
て
行
い
、
農
作
業
の

休
憩
や
、
手
伝
い
に
帰
省
し
て
い

た
人
を
中
心
に
40
人
以
上
が
利
用

さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
中
で
誘
い

合
っ
て
来
て
く
だ
さ
る
よ
う
で
う

れ
し
い
で
す
。

問　

運
営
体
制
は
ど
の
よ
う
な
形

で
す
か
？

松
崎　

現
在「
カ
フ
ェ
部
」と
し
て

約
15
人
が
登
録
し
て
い
ま
す
。
地

域
の
若
宝
会
、
粋
宝
会
を
中
心
に

声
掛
け
を
し
て
協
力
者
を
募
っ
て

お
り
、
今
後
も
メ
ン
バ
ー
を
広
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

今
後
ど
ん
な
空
間
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
か
？

松
崎　
「
田
屋
」が
地
域
の
中
心
の

様
な
、
集
い
の
場
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。高
齢
者
が
集
い
、

自
然
に
子
ど
も
達
の
見
守
り
も
で

き
る
よ
う
な
、
幅
広
い
年
齢
層
の

人
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
場
に
な

る
と
い
い
で
す
ね
。
グ
ル
ー
プ
の

集
い
や
、
趣
味
の
場
と
し
て
日
常

的
に
使
っ
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し

い
で
す
。

問　

今
後
の
展
望
は
？

松
崎　

色
々
な
グ
ル
ー
プ
や
年
齢

の
人
に
加
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
、「
田
屋
」を
通
し
て
地
区
別
戦

略
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
住

民
が
主
体
的
に
活
動
に
関
わ
っ
て

も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
。
今

後
は
地
域
の
名
人
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
作
品
展
示
や
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
を
企
画
し
、次
年
度
か
ら
は
、

地
域
に
よ
り
長
く
滞
在
し
て
も
ら

え
る
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
地
域
の
交
流
の
場
、

出
身
者
と
の
交
流
の
場
、
そ
し
て

銭
宝
に
訪
れ
て
く
れ
た
方
と
の
交

流
の
拠
点
と
し
て「
田
屋
」を
活
用

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（一般社団法人 小さな拠点ネットワーク研究所）

　地区別戦略を通じて、各地域で、地区の将来像
や取り組む事柄について合意形成をし、チームと
して一丸となって取り組む基盤づくりが始まって
います。都市交流拠点整備事業では、その基盤の
上に、拠点施設を整備することで、地域内外の交
流をさらに加速させることが期待されます。
　地区によってその施設の特徴は異なりますが、
どの地区も「交流の拠点をつくること」を目指して
います。

布施地区 （平成 29年度採択事業）

【問い合わせ先】
定住促進課
☎ 95-1117　IP050-5207-3019
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提
案
概
要
は
、
旧
商
店
を「
地

域
お
こ
し
店
舗
」と
し
て
再
生
、

活
用
し
、
地
域
内
の
交
流
拠
点
と

す
る
も
の
で
す
。
今
回
は
地
域
お

こ
し
店
舗
内
で「
て
ら
だ
の
ぱ
ん
」

を
運
営
す
る
寺
田
さ
ん
と
ス
タ
ッ

フ
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

問　
「
て
ら
だ
の
ぱ
ん
」の
現
状

は
？

寺
田　

現
在
は
火
曜
日
〜
土
曜
日

の
営
業
で
、
朝
10
時
か
ら
夕
方
は

16
時
頃
ま
で
で
す
。

　

売
り
切
れ
た
ら
早
め
に
閉
め
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
朝
は
５
時
30

分
く
ら
い
か
ら
パ
ン
を
焼
き
始
め

ま
す
。
13
時
く
ら
い
に
ス
タ
ッ
フ

と
一
緒
に
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
時
間

が
楽
し
い
で
す
ね
。

問　

ス
タ
ッ
フ
は
ど
う
い
う
経
緯

で
採
用
さ
れ
た
？

ス
タ
ッ
フ　

地
区
運
動
会
の
あ
と

の
直
会
で
、
人
を
探
し
て
い
る
と

い
う
話
を
聞
い
た
の
で
。

　

こ
れ
ま
で
や
っ
た
こ
と
の
な
い

仕
事
な
の
で
楽
し
そ
う
と
い
う
気

持
ち
で
始
め
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
、
地
元
の
人
の
顔
が
わ

か
る
人
が
い
い
と
い
う
会
社
の
思

い
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

問　

お
客
さ
ん
は
ど
こ
か
ら
来
ら

れ
ま
す
か
？

ス
タ
ッ
フ　

大
朝
か
ら
が
多
い
よ

　地域内だけでなく地域間で連携して地域資
源の機能強化を行い、さらに交流活動を活性
化し、継続的な経済循環を創出することを目

出羽地区（平成 28年度）
・地域おこし店舗として再生・活用
　地域内外の交流と小さな経済の拠点

日貫地区（平成 29年度）
・宿泊施設の受付棟とカフェ・バーを
　兼ねた地域内外の人が行き交う空間

布施地区（平成 29年度）
・加工場として改修し、地域の加工品
　製造と、交流スペースづくり

市木地区（平成 28年度）
・そば店として改修し、そばの生産
　から加工・消費まで一貫して実施

う
な
印
象
で

す
。
浜
田
や

江
津
、
美
郷

な
ど
か
ら
も

来
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す

よ
。

寺
田　

出
羽

の
人
も
リ

ピ
ー
タ
ー
に

な
っ
て
い
た
だ
い
て
い
て
嬉
し
い

で
す
。
パ
ン
も
で
す
が
、
ス
タ
ッ

フ
と
楽
し
そ
う
に
お
話
を
さ
れ
て

い
ま
す
。

問　

お
客
さ
ん
か
ら
は「
こ
ん
な

も
の
が
な
い
？
」と
い
う
要
望
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
？

寺
田　

そ
う
い
う
声
は
あ
り
ま

す
。
ス
タ
ッ
フ
と
話
を
し
た
り
、

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
浮
か
ぶ

と
新
商
品
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
り

し
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
経
歴
と
し
て
パ
ン
・
菓

子
製
造
が
専
門
で
料
理
経
験
は
な

い
の
で
、
調
理
パ
ン
は
作
り
た
い

け
ど
、
苦
労
し
て
い
ま
す
。
最
近

は
他
の
料
理
店
と
の
コ
ラ
ボ
を
通

じ
て
調
理
パ
ン
の
ヒ
ン
ト
を
得
て

い
ま
す
。

　

瑞
穂
夏
祭
り
で
は
、
よ
ろ
ず
庵

さ
ん
と
コ
ラ
ボ
し
た
味
噌
カ
ツ

バ
ー
ガ
ー
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
今
後
よ
ろ
ず
庵
さ
ん
で
販
売
さ

れ
る
見
込
み
で
す
。

問　

今
後
の
展
望
は
？

寺
田　

個
人
的
に
は
、
飲
食
店
営

業
許
可
を
取
っ
て
カ
フ
ェ
営
業
に

発
展
さ
せ
た
い
で
す
ね
。
今
は
ま

だ
難
し
い
で
す
が
、
将
来
的
に

は
。
個
人
的
に
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ

が
好
き
な
ん
で
す
が
、
サ
ン
ド

ウ
ィ
ッ
チ
を
出
す
た
め
に
は
飲
食

店
営
業
が
必
要
な
ん
で
す
。
サ
ン

ド
ウ
ィ
ッ
チ
に
挟
む
具
材
も
他
の

料
理
店
か
ら
刺
激
を
も
ら
え
た
ら

と
思
い
ま
す
。

問　

多
店
舗
展
開
な
ど
は
考
え
て

ま
す
？

寺
田　

多
店
舗
展
開
は
考
え
て
な

い
で
す
。
多
店
舗
展
開
す
る
と
、

ど
う
し
て
も
パ
ン
の
質
が
安
定
し

な
く
な
り
、
良
く
な
い
。
今
の
こ

の
店
舗
を
大
事
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

以
前
の
経
験
か
ら「
パ
ン
は
美

味
し
く
な
い
」と
思
っ
て
い
る
方

に
、
ほ
ん
と
に
美
味
し
い
パ
ン
を

届
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　

店
舗
と
し

て
の
情
報
発

信
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
も
弱
く

て
で
き
て
ま

せ
ん
。
ぜ
ひ

口
コ
ミ
で
広

げ
て
い
た
だ

け
た
ら
嬉
し

い
で
す
。

出羽地区 （平成 28年度採択事業）

都市交流拠点整備事業　事業採択地区

都市交流拠点整備事業とは？ 的としている。また、本コンペを通じて、活
性化に取り組む団体・人材の企画・運営能力
の向上、相互交流、学び合い、士気高揚を図
ることも目的のひとつである。（都市交流拠
点整備事業コンペティション募集要項より）
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自 動販売機にオオナン・ショウ

　７月 31日、町内２か所にオオナン・ショウがデザイ
ンされた自動販売機が設置されました。これはコカ・コー
ラボトラーズジャパン株式会社の地域貢献事業として実
現したもので、自動販売機の売上金の 20％が支援金と
して子育て支援事業のために活用されます。
　販売機の設置場所は香木の森公園第２駐車場と、矢上
改善センターです。

子育て応援事業に活用

香木の森公園駐車場に設置された自動販売機

ス ポーツ振興への協力を約束

　日本代表としてシドニーオリンピックや北京オリン
ピックなどに出場した元バレーボール選手の杉山祥子さ
んが邑南町スポーツアドバイザーに就任し、８月 14日
にいこいの村しまねで委嘱式が行われました。杉山さん
はNECレッドロケッツに所属していた現役当時に合宿
で邑南町を訪れるなど町と関わりも深く、委嘱式では
「邑南町のスポーツ振興のためにお役に立ちたい。」と抱
負を語りました。今後はスポーツアドバイザーとして、
誰もが気軽に楽しめるユニバーサル的なスポーツの普及
や、全世代の健康づくりのための指導を行います。

邑南町スポーツアドバイザーを委嘱

杉山さん（写真左）と石橋町長

天 空の駅で流しそうめん

　廃線後は立ち入り禁止が続いている旧JR三江線宇都井駅で、
８月 11日から 14日にかけて駅舎内に立ち入ることができる
イベント「オープンステーション」が行われました。来場客は
駅舎の管理を請け負うNPO法人江の川鐵道の一日会員として
駅舎に入り、天空の駅と呼ばれた宇都井駅の眺めの良さを楽し
みました。また、イベントでは駅舎の高低差を利用して流しそ
うめんも行われ、夏ならではの催しを楽しみました。

旧三江線宇都井駅でイベント

流しそうめんを楽しむ来場客

　また、14日には中野公民館でバレーボールをす
る子どもたちに対して講話も行われました。杉山さ
んは自身がバレーボールを始めたきっかけから、オ
リンピックを通じて自身が感じた挫折や、それを乗
り越えて夢を叶えた経験について話されました。子
どもたちは世界を舞台に活躍した杉山さんの貴重な
話に熱心に耳を傾けました。

子どもたちに講話する杉山さん
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第 49回
ジュニアオリンピック陸上競技大会

第59回全日本吹奏楽コンクール
　島根県大会中学校小編成の部
　　金賞・最優秀賞
　中国大会中学校小編成の部
　　金賞
石見中学校吹奏楽部（関連記事：15ページ）

宝
く
じ
の
助
成
で
の
ぼ
り
旗
な
ど
を
購
入

矢
上
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
（
矢
上
地
区
）

　

矢
上
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会

は
、
昭
和
54
年
に
明
る
く
住
み
や

す
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
邁
進
す

る
こ
と
を
目
的
に
組
織
し
た
団
体

で
す
。
こ
の
ほ
ど
、
財
団
法
人
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
収

益
金
に
よ
り
社
会
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
行
な
う「
一
般
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」の
採
択
を
受

け
て
、
の
ぼ
り
旗
、
桃
太
郎
旗
、

ベ
ン
チ
、
テ
ン
ト
、
音
響
設
備
を

購
入
し
ま
し
た
。

　

活
動
を
続
け
る
中
で
、
地
区
住

民
へ
の
周
知
が
十
分
に
行
え
な

か
っ
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
実
施
時
の

設
備
整
備
が
不
十
分
で
し
た
。
助

成
金
で
購
入
し
た
の
ぼ
り
旗
な

ど
、
地
区
内
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト

に
よ
り
多
く
の
地
区
住
民
の
参
加

を
図
り
、

満
足
度
を

高
め
る
こ

と
に
つ
な

が
っ

て
い
ま
す
。

新しいALT（語学指導助手）が
　　　　　　　　やってきました！

◆名前・年齢
　サラ エリザベス ぺニック（24歳）
◆出身地
　アメリカ合衆国コロラド州コロラドスプリング
◆趣味
　読書
◆好きなもの
　動物が大好きで特に犬と猫が好きです。
　コロラドにいる時も飼っていました。
◆邑南町の第一印象
　緑が多くとても美しいところだと思いました。
　都会よりも静かで落ち着ける場所が好きなので、
　邑南町に来ることができて嬉しいです。

２学期から町内の小中学校を中心に外国語の指導助
手として活動しています。見かけたら、気軽に声を
かけてください。

おめでとうございます

小笠原　彩乃さん（瑞穂中３年）

金子　継さん（瑞穂中２年）

森田　那生さん（瑞穂中１年）

10 月 12日～ 14日　日産スタジアム（横浜市）
女子Ａ 3000 ｍ

女子Ｂ 100 ｍ、共通女子４× 100ｍＲ

男子Ｃ 1500 ｍ

（左から森田さん、金子さん、町長、小笠原さん）
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IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
６
５
０
０

インフルエンザワクチンの

予防接種 を受けましょう！
　邑南町では、ワクチン接種費用の助成（全額助成・定
額助成）をします。
　インフルエンザは、ワクチンを接種することで、発症
の予防、または発症した場合の重症化予防と集団感染防
止に効果があります。ぜひ流行前にインフルエンザのワ
クチン接種を受けてください。

■効果的なワクチン接種期間
10 月上旬～ 12月中旬
※接種開始日や予約の有無は、事前に直接医療機
関へ確認ください。
　インフルエンザは例年1月～2月に流行のピー
クを迎えますが、ワクチン接種をしてから効果が
現れるまでに２週間程度かかります。

● 0歳～高校生、妊婦（任意接種）
　対象者への個別通知はありません。
　医療機関にて、所定の予診票に記入し接種して
ください。
　委託先医療機関は、町内医療機関及び北広島病
院です。

●高齢者（定期接種）
　満 65歳以上の人、満 60歳以上 65 歳未満で
心臓・腎臓・呼吸器などの内部障害で身体障害者
手帳１級に該当する人には、10月上旬に予診票
及び接種案内を送付します。

■助成方法
　町内など委託医療機関で接種した場合、全額助
成の人は無料です。定額助成の人は、接種費用か
ら 2,200 円を差し引いた額が自己負担です。
　町外の委託医療機関以外で接種した場合は、窓
口で一旦支払いをし、接種日から 30日以内に役
場窓口で助成申請をしてください。（必要なもの：
助成申請書（役場窓口にあります）、領収書、接種済証
または予診票の写し等、印鑑、指定口座）

●助成対象者及び助成回数

対象者（邑南町民） 回数
ワクチン費用助成額

備考
1回目 2回目

0 歳～ 13歳未満 2 全額助成 全額助成 健康保険証など住所・年齢の確認できるもの
をお持ちください

13歳～高校生に
相当する年齢まで １ 全額助成 ー

平成 12年４月２日以降に生まれた人
健康保険証など住所・年齢の確認できるもの
をお持ちください

妊婦 1 全額助成 ー 母子健康手帳をお持ちください

65歳以上で
生活保護世帯 1 全額助成 ー 「インフルエンザ予防接種自己負担免除対象者

証明書」をお持ちください

65歳以上 1 定額助成
2,200 円 ー 医療機関窓口で 2,200 円を差し引いた額を支

払ってください

上記以外 1 助成なし ー

■接種方法
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乳幼児期の

メディアとのつきあい方
　近年、スマートフォン・テレビの普及により、
子どもへの言語・社会性の発達に悪い影響を及ぼ
す可能性があることが指摘されています。乳幼児
期に親子で一緒に遊んだり、触れ合ったり、散歩

邑南町のメディアに関する実態

テレビ・スマートフォンを見ながらの授乳

テレビ・DVDは 1日何時間見ますか テレビ・DVDは 1日何時間見ますか

ゲーム機器・スマホでの遊び

メディアと長時間関わることでの子どもへの影響

時間になったら一緒にテレビを消す習慣、食事中はつけない習慣など、「けじめの習慣」が決め手！

上手にテレビ・DVDを見せるポイント

親子でルールを決め、時間を守って使用しましょう

２才までは長くても１回 15 分、1 日
30分以内。２才以上でも１回 30分、1
日 1時間以内を目安に

をしたりなど五感を通じていろいろな体験をする
ことはとても貴重な時間です。子どもに長時間、
メディアと関わらせるのではなく、生活の中でバ
ランスよく上手に活用しましょう！

未熟な脳への強い刺激 言葉の発達が遅れる

親子でのふれあいの時間の減少

視力低下

自分から考えたり、
能動的に行動する機会の減少

肥満傾向

ほとんどない

時々 時々

遊ばない

ほぼいつも ほぼ毎日

見ない

１時間まで

２時間まで

H28 年度　４か月健診より

（上段：邑南町、下段：島根県）

２時間以上

見ない

１時間まで

２時間まで

２時間以上

H28 年度　３歳児健診より

H28年度　１歳６か月健診より H28年度　３歳児健診より

39.4％
63.0％

9.7％
12.7％

67.4％
65.5％

5.6％
11.0％

26.0％
22.1％

28.8％
30.7％

10.0％
13.6％

42.0％
48.2％

13.6％
12.3％ 17.3％

13.7％

38.2％
38.4％

39.9％
41.4％

3.8％
5.5％

21.8％
22.4％

子どもが楽しめて刺激が強すぎない番組
に絞る

明るい部屋で

大きすぎない音量で
できれば時間帯も大人が決めて 1日の
リズムを作る

パパ・ママがスマホに熱中しすぎない

画面から２ｍ（できれば３ｍ）以上離れ
て、正面から見る

参考文献：月齢ごとに「見てわかる！」育児新百科
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防災情報
総務課危機管理室
1９５- １１１１ IP050-5207-3000

邑南町消防団　第 11日貫分団

　７月 14日、石見地域日貫地区の中山集落におい
て第 11日貫分団を対象とした中継訓練を実施しま
した。
　江津邑智消防組合石見出張所の職員の指導の下、
他消防団との連携を想定した中継放水訓練を行い、
消火活動時における基本的な知識・動作を熱心に学
びました。また、消防団として活動する際の熱中症
対策についても指導がありました。より実践的な訓
練を行うことで団員の技術及び意識の向上を図るこ
とができました。
　そのほか、７月から８月にかけて各地域で分団ご
とに訓練を実施しました。

中継訓練を実施

熱中症についての講義の様子

消防職員からの指導の様子

ポンプ操作の様子

矢上診療所が
開所しました

　９月３日、邑南町国民健康保険直営の矢上診
療所が開所し、記念式典が行われました。矢
上診療所は、平成 15年４月から 15年もの間
地域医療を支え、今年8月に閉院した天川クリ
ニックの建物を利用しています。矢上診療所所
長の山本従道先生は式典で「天川先生のやって
こられたことを引き継ぎ、より良い地域医療の
実現のために努力したい。」と話しました。

看板除幕の様子（写真左端が山本従道先生）

休診日及び診療時間
　広報おおなん８月号で
お知らせした休診日及び
土曜日の診療時間につい
て、左図のとおり変更し
ました。

【問い合わせ先】
　町民課
　　☎ 95-1114
　　IP050-5207-3006
　矢上診療所
　　☎ 95-3070※祝日及び年末年始は休診です。

邑南町国民健康保険直営

曜日 診療時間

月
8：30～ 12：00

火
水 休診
木

8：30～ 12：00
金
土 8：30～ 12：30
日 休診
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こ
ん
に
ち
は
! !

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。

地　　域 羽 須 美 瑞 穂 石 見

開催日時
毎月第３木曜日
（祝日の場合は翌週）

毎月第３水曜日
（祝日の場合は翌週）

毎月第３月曜日
（祝日の場合は翌週）

10：00～ 11：30 10：00～ 11：30 13：30～ 15：00

場　　所 口羽公民館 出羽公民館 中野公民館

内　　容 　介護へのアドバイス・介護教室（福祉用具のあれこれ、口腔ケア指導、
　高齢者の食事、肩や腰痛予防体操など）・意見交換

参加費（お茶代） １００円

参加申込先
【要申込】

羽須美支所 福祉係
1８７－０２２１
IP050-5207-6500

瑞穂支所 福祉係
1８３－１１２１
IP050-5207-5000

福祉課 地域包括係
1９５－１１１５
IP050-5207-3008

「介護者家族の会
　　　（介護者のつどい）」

※地域は問いませんので、ご都合のよい会場へお気軽に参加ください。

開催しています！

介護する人が仲間に出会ってホッとできる場

　

日
頃
の
介
護
で
困
っ
て
い
る
こ
と
や
悩
み
を

語
り
合
い
ま
せ
ん
か
？

　

同
じ
介
護
者
同
士
で
の
交
流
や
情
報
交
換
が

で
き
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

高
齢
者
を
家
庭
で
介
護
を
し
て
い
る
人

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
き
ら
り
お
お
な
ん

い
き
い
き
活
動
」

ポ
イ
ン
ト
交
換
の
お
知
ら
せ

　
「
き
ら
り
お
お
な
ん
い
き
い
き

活
動
」の
ポ
イ
ン
ト
交
換
の
受
付

を
開
始
し
ま
す
。
活
動
回
数
が
10

回
以
上
で
あ
れ
ば
ポ
イ
ン
ト
交
換

が
で
き
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
交
換
の
流
れ
や
申
請

方
法
は「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
帳
」

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
申
請
は
交

換
窓
口
に「
印
鑑
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
手
帳
」を
持
参
く
だ
さ
い
。（
申

請
用
紙
は
、各
窓
口
に
あ
り
ま
す
。）

【
ポ
イ
ン
ト
交
換
受
付
期
間
】

　

９
月
25
日（
火
）〜

　
　
　
　

10
月
９
日（
火
）

【
ポ
イ
ン
ト
交
換
窓
口
】

役
場
福
祉
課（
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
）、
瑞
穂
支
所
福
祉
係
・

羽
須
美
支
所
福
祉
係

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

福
祉
課

　

☎
９
５
‐
１
１
１
５

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
８

10
月
は
里
親
月
間
で
す

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

子
ど
も
た
ち
に

　
　

家
庭
の
ぬ
く
も
り
を

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
家
族

と
一
緒
に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
里

親
と
は
こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
を

自
分
の
家
に
迎
え
入
れ
、
家
庭
的

な
環
境
の
中
で
愛
情
を
込
め
て
養

育
し
て
く
だ
さ
る
方
で
す
。

　

里
親
の
家
庭
で
愛
情
に
包
ま
れ

て
家
族
の
一
員
と
し
て
暮
ら
す
こ

と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
一
人

の
人
間
と
し
て
大
切
に
さ
れ
、
愛

さ
れ
て
い
る
と
い
う
感
覚
を
持
ち

な
が
ら
育
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

あ
な
た
に
も
出
来
る
こ
と

が
あ
り
ま
す

　

里
親
に
は
、
子
ど
も
が
親
と
一

緒
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま

で
養
育
す
る「
養
育
里
親
」と
養
子

縁
組
に
よ
り
養
親
と
な
る
こ
と
を

希
望
す
る「
養
子
縁
組
里
親
」が
あ

り
ま
す
。（
こ
の
ほ
か
に
専
門
里

親
、
親
族
里
親
が
あ
り
ま
す
。）

　

子
ど
も
が
好
き
で
あ
り
、
愛
情

と
熱
意
を
持
っ
て
、
真
心
を
込
め

て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
方
を
求
め

て
い
ま
す
。養
育
里
親
の
場
合
は
、

長
期
の
養
育
だ
け
で
な
く
、
月
に

１
〜
２
回
程
度
、
主
に
土
日
や
長

期
休
み
中
に
数
日
間
と
い
っ
た
短

期
間
の
家
庭
生
活
体
験
を
さ
せ
て

く
だ
さ
る
方
も
求
め
て
い
ま
す
。

　

里
親
に
な
る
た
め
に
は
特
別
な

資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
必

要
な
研
修
を
受
講
す
る
こ
と
、
里

親
を
希
望
す
る
方
と
そ
の
同
居
人

が
欠
格
事
由
に
該
当
し
な
い
こ

と
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
な
い

こ
と
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

浜
田
児
童
相
談
所

　

☎
０
８
５
５
‐
２
８
‐
３
５
６
０
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10 月の納税
◎町県民税（第３期分）
◎国民健康保険税（第７期分）

11 月の納税
　国民健康保険税（第８期分）

納期限 10 月 31日（水）

　

採
用
担
当
者
に
よ
る
会
社
概
要

や
採
用
計
画
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】

　

10
月
15
日（
月
）

　
　

12
時
40
分
〜
14
時
50
分

　
　

15
時
20
分
〜
17
時
30
分

　
　
（
前
半
25
社
・
後
半
25
社
）

就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね

　
　
　
　
　
　
（
秋
期
）

　

島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
保
育
士
の
資
格
を
お
持
ち
で

現
在
は
保
育
士
と
し
て
勤
め
て
い

な
い
人
を
対
象
に
、
保
育
現
場
へ

の
復
職
に
役
立
つ
知
識
や
技
術
を

学
び
直
す
こ
と
が
で
き
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
保
育
士
の

楽
し
さ
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
け

平
成
30
年
度
保
育
士

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
募
集
！

　

今
年
は「
人
権
・
同
和
問
題
を

考
え
る
県
民
の
つ
ど
い
」「
人
権

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
事
業
」も
同
時
開

催
し
ま
す
。
い
つ
も
以
上
に
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
や
楽
し
い
企
画
、
展

示
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　

人
権
・
同
和
問
題
に
つ
い
て
楽

し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
ど
う

ぞ
ご
家
族
お
揃
い
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

【
日
時
】

　

10
月
21
日（
日
）

　
　

10
時
30
分
〜
16
時

【
会
場
】

　

江
津
市
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

　
（
ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ
ホ
ー
ル
）

　

江
津
市
江
津
町
１
１
１
０
番
地

　

１
７

【
内
容
】

◎
講
演
会　

　

演
題
「
笑
顔
の
戦
士　

　

〜
生
き
て
い
る
っ
て
幸
せ
〜
」

　

講
師　

道
志
真
弓
さ
ん

し
ま
ね

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
８

〜
江
川
の
水
面
に
輝
く

人
権
の
光
〜

◎
イ
ベ
ン
ト

　

山
根
万
理
奈
さ
ん
ラ
イ
ブ

　

子
ど
も
神
楽
、
啓
発
ブ
ー
ス

　

展
示
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

　

絵
本
群
読
と
合
唱
、
人
権
相
談

　

コ
ー
ナ
ー
等

◎
同
時
開
催
事
業

　

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
上
映

　

会
＆
講
演
会
、
石
見
の
竹
細
工

　

展
・
竹
細
工
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

　

プ
等

◆
入
場
無
料

◆
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

【
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
人
権
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
５
２
‐
２
２
‐
６
０
５
１

【
日
時
】

　

10
月
11
日
（
木
）

　

受
付
：
17
時
15
分
〜
18
時
15
分

　

講
習
：
18
時
30
分
〜
19
時
30
分

【
場
所
】

　

出
羽
公
民
館

【
問
い
合
わ
せ
先
】

農
林
振
興
課

　

☎
９
５
‐
１
１
１
６

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
１
１

平
成
30
年
度

　

駆
除
用
花
火
講
習
会

　

浄
化
槽
の
維
持
管
理（
保
守
点

検
・
清
掃
・
法
定
検
査
）は
管
理

者
の
義
務
で
す
。

　

浄
化
槽
は
微
生
物
の
働
き
に
よ

り
水
を
き
れ
い
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る

に
は
、
定
期
的
な
保
守
点
検
や
清

浄
化
槽
を
お
使
い
の

皆
さ
ま
へ

掃
を
適
切
に
行
う
ほ
か
、
毎
年
１

回
の
法
定
検
査
を
受
検
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

浄
化
槽
を
正
し
く
使
用
し
、
き

れ
い
な
川
を
み
ん
な
で
守
り
ま

し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
廃
棄
物
対
策
課

　

☎
０
８
５
２
‐
２
２
‐
５
２
６
１

　

※
途
中
、
企
業
の
入
れ
替
え
を

　
　

行
い
ま
す
。

【
場
所
】

　

松
江
テ
ル
サ　

テ
ル
サ
ホ
ー
ル

　
（
松
江
市
朝
日
町
）

【
対
象
者
】

　

平
成
31
年
３
月
に
大
学（
院
含

む
）、短
期
大
学
、高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
、
職
業
能
力
開
発
大
学

校
、
高
等
学
校
に
お
い
て
卒
業
年

次
の
人

　

大
学
等
卒
業
後
３
年
以
内
の
人

【
参
加
企
業
】

　

50
社（
９
月
初
旬
か
ら「
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
し
ま
ね
」の
サ
イ
ト
に
掲

載
し
ま
す
。）

　

h
ttp
://w

w
w
.g
o
g
o
-

jobcafe-shim
ane.jp/

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね（
公
益
財
団

法
人
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団
）

　

☎
０
１
２
０
‐
６
７
‐
４
５
１
０

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　

10
月
30
日（
火
）、
31
日（
水
）

　

10
時
〜
15
時
45
分（
両
日
）

【
会
場
】

　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根

　
（
松
江
市
東
津
田
町
）

【
申
込
締
切
り
】

　

10
月
26
日（
金
）

【
そ
の
他
】

　

２
日
間
受
講
が
基
本
で
す
が
、

１
日
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

　

託
児
希
望
の
場
合
は
、
託
児
室

（
無
料
）も
し
く
は
一
時
預
か
り
保

育
の
費
用
を
全
額
助
成
し
ま
す
。

（
要
事
前
申
し
込
み
。）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

社
会
福
祉
法
人
島
根
県
社
会
福
祉
協

議
会（
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
０
８
５
２
‐
３
２
‐
５
９
５
７
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【
日
時
】

　

10
月
18
日（
木
）

　
　

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時

【
場
所
】

　

川
本
簡
易
裁
判
所

　
（
川
本
町
大
字
川
本
３
４
０
）

【
相
談
内
容
】

　

土
地
、
建
物
、
金
銭
の
貸
借
、

無
料
法
律
相
談
所

８月交通事故発生状況
発生(件) 死者(人) 傷者(人)

邑智郡
８月 　２　 　０　 　２　
前年比 ＋２　 ０　 ＋２　

邑南町
８月 　１　 　０　 　１　
前年比 ＋１　 ０　 ＋１　

石見地域 ８月 　０　 　０　 　０　
瑞穂地域 ８月 　１　 　０　 　１　
羽須美地域 ８月 　０　 　０　 　０　

【
日
時
】

　

10
月
10
日（
水
）
10
時
〜
15
時

【
場
所
】

　

悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
（
川
本
町

　
　

大
字
川
本
３
３
２
‐
１
５
）

【
相
談
内
容
】

　

不
動
産
の
相
続
・
売
買
な
ど
の

不
動
産
登
記
、
会
社
の
設
立
・
役

員
変
更
な
ど
の
商
業
登
記
に
関
す

る
こ
と
、
多
重
債
務
、
成
年
後
見
、

そ
の
他
訴
訟
に
関
す
る
こ
と
な
ど

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
】

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
５
２
‐
６
０
‐
９
２
１
１

法
の
日
・
司
法
書
士

無
料
法
律
相
談

【
日
時
】

　

10
月
16
日（
火
）

　
　

14
時
30
分
〜
16
時

【
場
所
】

　
浜
田
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

【
講
師
】

事
業
創
造
大
学
院
大
学
客
員
教
授

フ
リ
ー
キ
ャ
ス
タ
ー

　
　

伊
藤
聡
子
氏

【
演
題
】

　

地
域
経
済
の
活
性
化
が
日
本
の

元
気
を
取
り
戻
す
鍵

【
聴
講
料
】

　

無
料（
定
員
１
５
０
人
）

【
そ
の
他
】

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
事
前
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。
な
お
、
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
申
込
書

は
浜
田
法
人
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

公
益
社
団
法
人
浜
田
法
人
会

　

☎
０
８
５
５
‐
２
３
‐
８
０
６
０

　

FAX
０
８
５
５
‐
２
３
‐
８
０
６
１

特
別
講
演
会

公
益
社
団
法
人
浜
田
法
人
会

　

原
因
の
わ
か
ら
な
い「
ふ
る
え
、

う
ま
く
力
が
入
ら
な
い
、
ふ
ら
つ

き
、
し
び
れ
」等
で
お
悩
み
の
場

合
、
難
病
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り

た
い
人
や
そ
の
ご
家
族
か
ら
の
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

【
日
時
】

　

10
月
２
日（
火
）
13
時
〜
17
時

【
場
所
】

　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
か
わ
も
と

　
（
川
本
町
）

【
担
当
医
師
】

　

島
根
県
立
大
学

　

神
経
内
科　

山
下
一
也
先
生

【
申
込
締
切
り
】

　

９
月
20
日（
木
）

【
申
し
込
み
問
い
合
わ
せ
先
】

県
央
保
健
所
医
事
・
難
病
支
援
課

　

☎
０
８
５
４
‐
８
４
‐
９
８
２
５

難
病
専
門
相
談
の
開
催

　

総
務
省
の
行
政
相
談
で
は
、
国

の
役
所
等
の
仕
事
に
つ
い
て
の
相

談
を
受
け
付
け
、
必
要
に
応
じ
、

公
正
・
中
立
な
立
場
か
ら
必
要
な

あ
っ
せ
ん
を
行
い
、
そ
の
解
決
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
皆
様
の
声

を
行
政
運
営
の
改
善
に
役
立
て
て

い
ま
す
。

　

総
務
省
で
は
、
こ
の
行
政
相
談

に
つ
い
て
、
皆
様
に
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
と
も
に
、
そ
の
利
用
を

促
進
す
る
た
め
、毎
年
10
月
に「
行

政
相
談
週
間
」を
設
け
て
い
ま
す
。

今
年
の
行
政
相
談
週
間
は
、
10
月

15
日（
月
）か
ら
21
日（
日
）ま
で
の

一
週
間
で
す
。

　

邑
南
町
で
は
、
総
務
省
が
委
嘱

し
た
行
政
相
談
委
員
が
、
次
の
と

お
り
行
政
相
談
所
を
開
設
し
、
住

民
の
皆
さ
ん
か
ら
国
の
行
政
等
へ

の
苦
情
や
意
見
・
要
望
等
を
受
け

付
け
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　

10
月
17
日（
水
）
９
時
〜
12
時

【
場
所
】

　

口
羽
公
民
館

【
行
政
相
談
委
員
】

　

三
上
洋
司
・
藤
田
憲
司
・

　

藤
間
修

行
政
相
談
員
に
よ
る

行
政
相
談
所

【
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン

タ
ー
行
政
監
視
行
政
相
談
課

　

☎
０
８
５
２
‐
２
１
‐
３
６
３
０

　

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
次
の

「
働
き
方
改
革
関
連
法
」が
順
次
施

行
さ
れ
ま
す
。

①
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
導

　

入
さ
れ
ま
す
。

②
年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得

　

が
必
要
で
す
。

③
正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正
規
雇

　

用
労
働
者
の
間
の
不
合
理
な
待

　

遇
差
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

＊
改
正
法
の
詳
細
は
、
厚
生
労
働

省
Ｈ
Ｐ『「
働
き
方
改
革
」の
実
現

に
向
け
て
』を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.m
hlw

.go.jp/
stf/se

isa
k
u
n
itsu

ite
/

bunya/0000148322.htm
l

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
本

　

☎
７
２
‐
０
３
８
５

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

「
働
き
方
」が
変
わ
り
ま
す
！

交
通
事
故
、
夫
婦
親
子
、
相
続
、

少
年
非
行
等
の
問
題

【
担
当
者
】

　

島
根
県
弁
護
士
会
所
属
の

弁
護
士
１
人

【
予
約
方
法
】

　

裁
判
所
へ
事
前
に
電
話
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
】

川
本
簡
易
裁
判
所

　

☎
７
２
‐
０
０
４
５
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10
月
１
日（
月
）〜
７
日（
日
）は

「
公
証
週
間
」
で
す

　

独
り
暮
ら
し
高
齢
者（
認
知
症

等
）が
急
増
し
、
島
根
県
で
も
、
こ

れ
ら
高
齢
者
か
ら
金
銭
を
騙
し
取

る「
特
殊
詐
欺
」の
被
害
が
過
去
最

高
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
法
化
社
会
」

「
自
己
責
任
の
時
代
」と
言
わ
れ
る

今
、
暮
ら
し
の
安
心
・
安
全
は
何

よ
り
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。

　

公
正
証
書
は
、
法
務
大
臣
か
ら

任
命
さ
れ
た
法
律
の
専
門
家
で
あ

る
公
証
人
が
作
成
す
る
公
文
書

で
、
特
別
な
効
力
が
あ
り
、
法
的

安
心
・
安
全
の
仕
組
づ
く
り
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

浜
田
公
証
役
場

　

い
わ
み
ー
る
２
階（
浜
田
市
）

　

☎
０
８
５
５
‐
２
２
‐
７
２
８
１

☆
公
証
役
場
は
国
の
機
関

　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
・
気
軽

　

に
ご
相
談
を
!!

【
相
談
受
付
時
間
】

　

９
時
〜
16
時
30
分

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

☆
休
日
無
料
相
談

　

10
月
７
日（
日
）

　
　

10
時
〜
15
時（
要
予
約
）

　

実
習
を
交
え
な
が
ら
、
基
本
的

な
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す

●
清
掃
ス
タ
ッ
フ
育
成
講
習

【
日
時
】

　

10
月
９
日（
火
）・
10
日（
水
）

　
　

10
時
〜
16
時

【
内
容
】

　

清
掃
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
人

に
、
清
掃
業
務
従
事
者
と
し
て
働

く
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
も
の
で
す
。

●
介
護
助
手
・
介
護
補
助
ス
タ
ッ

　

フ
育
成
講
習

【
日
時
】

　

11
月
12
日（
月
）・
13
日（
火
）

　
　

10
時
〜
16
時

【
内
容
】

　

介
護
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
人

に
、
介
護
補
助
業
務
従
事
者
と
し

て
働
く
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
も
の
で
す
。

●
共
通

【
場
所
】　

矢
上
交
流
セ
ン
タ
ー

【
募
集
定
員
】

　

そ
れ
ぞ
れ
10
人
ず
つ

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

邑
南
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
８
４
‐
０
１
２
３

シ
ニ
ア
の
た
め
の

技
能
講
習

　

臓
器
移
植
は
、
病
気
や
事
故
に

よ
っ
て
臓
器
が
機
能
し
な
く
な
っ

た
人
に
、
他
人
の
臓
器
を
移
植
し

て
機
能
を
回
復
さ
せ
る
医
療
で
す
。

Ｙ
Ｅ
Ｓ
で
も
い
い
、

Ｎ
Ｏ
で
も
い
い
。

も
し
も
の
時
の
た
め
に

意
思
表
示
を

10
月
は
、

臓
器
移
植
普
及
推
進
月
間
で
す

　

臓
器
を
提
供
す
る
。
移
植
を
受

け
る
。

　

私
た
ち
は
ど
ち
ら
の
立
場
に
も

な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
一
人

ひ
と
り
が
家
族
と
話
し
、
意
思
を

表
示
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
臓
器
提
供
を
意
思
表
示
す
る
方

法
は
３
つ
あ
り
ま
す
。）

１
．
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド

　
　

へ
の
記
入

　

役
場
各
支
所
の
保
健
係
窓
口
に

設
置
し
て
い
ま
す
。

２
．
保
険
証
・
運
転
免
許
証
の

意
思
表
示
欄
へ
の
記
入

　

意
思
表
示
欄
が
あ
ら
か
じ
め
設

置
さ
れ
て
い
る
健
康
保
険
証
や
運

転
免
許
証
が
増
え
て
い
ま
す
。

３
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

意
思
登
録

　

詳
し
く
は
、（
社
）日
本
臓
器
移

植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

し
ま
ね
ま
ご
こ
ろ
バ
ン
ク
で

は
、
移
植
医
療
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
た
め
の
出
前
講
座
を
無
料

で
開
催
し
て
い
ま
す
。
小
グ
ル
ー

プ
か
ら
で
も
利
用
可
能
で
す
。

【
臓
器
移
植
・
出
前
講
座
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】

し
ま
ね
ま
ご
こ
ろ
バ
ン
ク

（
出
雲
市
塩
冶
町
）

　

☎
０
８
５
３
‐
２
２
‐
２
５
５
６

〇
ま
め
ネ
ッ
ト
と
は
…

　
「
ま
め
ネ
ッ
ト
カ
ー
ド
」
を
お

持
ち
の
県
民
の
カ
ル
テ
情
報
を
県

内
の
様
々
な
医
療
機
関
で
共
有
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

　

カ
ル
テ
情
報
を
共
有
す
る
こ
と

で
、検
査
や
投
薬
の
重
複
を
避
け
、

精
神
的
、
身
体
的
な
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

意
識
不
明
で
救
急
搬
送
さ
れ
た
場

合
で
も
病
院
で
情
報
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
迅
速
に
適

切
な
処
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ま
め
ネ
ッ
ト
で

つ
な
が
ろ
う
！

ま
め
ネ
ッ
ト
カ
ー
ド
を

お
持
ち
で
す
か
？

〇
こ
の
よ
う
な
人
に
お
す
す
め
で
す
。

・
複
数
の
医
療
機
関
に
か
か
っ
て

い
る
人

・
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
る
人

・
乳
幼
児
、
高
齢
者

〇
登
録
、
利
用
は
無
料
で
す
。

　

現
在
、
県
内
で
約
４
万
５
千

人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た

７
９
７
の
医
療
機
関
で
使
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。左
図
の
ス
テ
ッ
カ
ー

が
参
加
医
療
機
関
の
目
印
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ま
ね
医
療
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会

　

☎
０
８
５
３
‐
２
２
‐
８
０
５
８
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事業所名 職　種 内　容 年齢 備　考

社会福祉法人　石見さくら会
「桃源の家・香梅苑・石見地域
各保育所他」（矢上）

保育士 保育所における保育業務 不問 保育士免許

調理職員 保育所における調理業務 不問 調理師免許（あれば尚良
し）

介護職員 施設における介護業務 不問 介護福祉士・ヘルパー２
級（あれば尚良し）

（有）邑智ピッグファーム（日貫）飼育管理者 養豚場において豚の飼育管理、出
荷・洗浄等の業務

40歳
以下 普通自動車運転免許

（株）雲海（高水）

営業職 接客、食事の配膳等 不問

調理員 仕入、仕込み、盛付等 不問

パート従業員 施設の清掃等 不問

邑南町観光協会（矢上） 生産・販売管
理等

ハーブ・花苗の育成と販売、公園
管理等 不問 普通自動車運転免許

アベル　間商事（有）（矢上） 食品作業員 商品の管理全般、配達業務及び店
内清掃、食品レジ応援等 不問

医療法人　徳祐会
（上田所）

介護職員 施設入所者の介護業務（生活介助、
食事・入浴介助等） 不問 介護福祉士（あれば尚良

し）
看護師・准看
護師 施設入所者の看護業務 不問 看護師・准看護師免許

　

紹
介
所
は
商
工
観
光
課
内
に
あ
り
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
毎
日
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。（
土
日
祝
日
を
除
く
）

https://www.hellowork.go.jp/index.html
　最新の邑南町の求人情報はハローワークインターネットサービスをご利用ください。

人 情
ハローワーク

報求

【問い合わせ先】邑南町無料職業紹介所 1 95－2565（商工観光課内）　IP 050-5207-3020

邑
南
町
無
料
職
業
紹
介
所

　 

求
人
情
報

事業所名 職　種 応募資格（年齢等） 応募期間
社会福祉法人おおなん福祉会
「ゆめあいの丘・あさぎり・
こもれび・瑞穂西デイサービ
スセンター他」
　☎ 83-1717

介護職員

・平成31年3月大学・短大・専門学校・
高校卒業見込みの者
・高校卒業程度の学力を有する者（介
護関連有資格者優遇）
・普通自動車運転免許（ＡＴ限定可）

H30.9.10 ～ H30.10.4（必着）
試験日　H30.10.7

邑智郡森林組合
　☎ 72-0277 職員 ・昭和 58年４月２日～平成 13年４

月１日までに生まれた者
H30.9.10 ～ H30.10.10（必着）
試験日　別途通知

【平成 31年４月　新規採用分】

　

野
焼
き
と
は
、
一
定
の
焼
却
設

備
を
使
わ
ず
に
、
ご
み
等
の
廃
棄

物
を
そ
の
ま
ま
燃
や
し
て
し
ま
う

行
為
の
こ
と
で
す
。

　

屋
外
で
の
野
焼
き
は
、
例
外
を

除
い
て「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
」で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

●
禁
止
じ
ゃ
な
い
例
外
と
は

・
た
き
火
、
そ
の
他
日
常
生
活
を

　

営
む
上
で
通
常
行
わ
れ
る
草
や

　

木
な
ど
の
焼
却
で
あ
っ
て
軽
微

　

な
場
合

・
焼
き
畑
、
畦
の
草
の
焼
却
で
農

　

業
、
林
業
を
営
む
た
め
に
や
む

　

を
得
な
い
場
合

・
し
め
縄
、
門
松
等
を
焚
く
行
事

　

の
焼
却
で
風
俗
慣
習
上
又
は
宗

　

教
上
の
行
事
を
行
う
た
め
に
必

　

要
な
場
合

・
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
施

　

設
管
理
に
必
要
な
場
合

・
震
災
、
風
水
害
、
そ
の
他
の
災

　

害
の
予
防
、
応
急
対
策
ま
た
は

　

復
旧
に
必
要
な
場
合

で
も 

で
も 

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！

　
「
窓
が
あ
け
ら
れ
な
い
！
」

　
「
洗
濯
物
に
臭
い
が
つ
く
！
」

な
ど
、
近
隣
の
迷
惑
と
な
る
も
の

知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
野
焼
き
」は禁

止
で
す
！

は
、
や
め
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

町
民
課

　

☎
９
５
‐
１
１
１
４

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
６

　

の
ら
猫
の
ふ
ん
尿
、
臭
い
、
鳴

き
声
等
に
関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

の
ら
猫
に「
か
わ
い
そ
う
だ
か

ら
」と
安
易
に
エ
サ
を
与
え
る
こ

と
は
、
結
果
と
し
て
、
の
ら
猫
を

増
や
し
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
な
が

り
、
周
辺
の
住
民
に
大
変
な
迷
惑

を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。

　

エ
サ
を
与
え
る
場
合
は
、
責
任

を
持
っ
て
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

●
ご
存
知
で
す
か
？

　
　
　
「
地
域
猫
活
動
」

　

島
根
県
で
は
、
飼
い
主
の
い
な

い
猫
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
に
、

地
域
住
民
が
で
き
る
こ
と
を
役
割

分
担
し
て
、
猫
を
管
理
し
て
い
く

地
域
猫
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
県
央
保
健
所

　

☎
０
８
５
４
‐
８
４
‐
９
８
０
６

町
民
課

　

☎
９
５
‐
１
１
１
４

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
６

の
ら
猫

（
飼
い
主
の
い
な
い
猫
）
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今
、こ
こ
に
注
目
!!

担
当
課
に
聞
き
ま
し
た
。

第
六
回

　
商
工
観
光
課

注目

実績好調しごとづくりセンター さらなる利用を

開設から半年以上が経過しましたが、
しごとづくりセンター（以下センター）の利用状況や実績はどうですか？
　平成 29年度は 165件、今年度はこれまでに 155件の相談がありました。実績につ
いては、センターが関わって起業した事業者は平成 29年度に１件、平成 30年度（８月
末時点）で４件ありました。また、相談に来られた事業者に新たな販路を提案し実現す
るなど、売上増につながる結果も現れてきています。ただ、町内の事業者の中にはまだセ
ンターを利用したことがない方もおられ、自分は利用しても良いのか、何か準備をして
行かなければいけないのかなど、センターを利用するにあたってためらう声を聞いたり
もしますが、そうではないということを伝えたいです。経営に課題や不安を感じている
方、売上を今よりアップされたい方、これから起業を考える方はまずは一度お気軽にセ
ンターへお越しください。

より多くの方に相談に来ていただくために
どんな取り組みをしていますか？
　７月から月１回役場本庁で出張相談を行ってい
ますので、ぜひ利用していただきたいです。また、
三浦センター長がこのたび農業経営アドバイザー
の資格を取得しました。（詳細記事：17ページ）
農業をされている方はもちろん、農事組合法人関
係者の方にもぜひ相談に来ていただきたいです。
　センター長は資格取得や広報やケーブルテレビ
での情報発信などセンターの利用促進・町経済の
活性化のために奮闘していますので、商工観光課
としても一緒になって取り組んでいきたいと考え
ています。

課長　日高始

注目

地元事業者を応援！町内で買い物を
町の経済で課題に感じていることは何でしょうか。
　島根県商工連合会の平成 28年度の「島根県商勢圏実態調
査報告書」によると、邑南町全体の地元購買率は年々減少し
ています。邑南町は広島県に接しており、その利便性が地元
購買率を下げる要因のひとつでしょう。他にもインターネッ
ト通販の普及や人口減少、高齢化など、様々な要因がありま
す。この現状を町民の皆さんにもご理解いただき、町の経済
を維持するためにも地元購買を強く呼びかけていかなければ
いけないと思っています。
事業者への支援も重要だと思いますが、
何か制度はあるのでしょうか？
　まず、平成 29年４月１日付で「邑南町中小企業・小規模
企業振興条例」を施行しました。町民含め町全体で地元事業
者を守っていく理念を定めたものです。また、チャレンジ支
援事業として起業支援金、販路開拓旅費やデザイン費などへ
の補助金を支給しています。こうした制度を PRし、活用い
ただくことで事業者の方々が安心して事業を続けられるよう
サポートをしたいと考えています。

相談したらこう変わった！

しごとづくりセンター
　　　　　　　問題解決の例

【相談例１】
自社のイメージアップを図り、人材を確保し
たい（建設事業者）
→仕事の体験会や、現場での作業を情報発信
するなどし、マスコミにも取り上げられたこ
と等から、雇用につなげる後押しができた。

【相談例２】
来店者を増やしたい
→定期的なイベントの開催やチラシの効果的
な作り方などについてアドバイスしたとこ
ろ、新たな顧客の獲得につながった。

この他にも多様な業種・内容の問題解決のお
手伝いをしています。まずはお気軽に相談に
お越しください！

①

② 写真①：出張相談の様子　②：センター長、畑を始めました！
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おおなんの
ヒト コトモノ・ ・

　

８
月
10
日
、
島
根
県
民
会
館
で

行
わ
れ
た
島
根
県
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
中
学
校
小
編
成
の
部
で
石

見
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
金
賞
・
最

優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
同
部
の

部
員
は
３
年
生
７
人
、
２
年
生
１

人
、
１
年
生
２
人
の
計
10
人
。
25

人
以
下
を
規
定
と
す
る
小
編
成
の

部
で
も
特
に
少
人
数
で
す
。
少
な

い
人
数
で
ど
の
よ
う
に
こ
の
快
挙

を
達
成
し
た
の
か
、
顧
問
の
佐
々

木
陽
子
先
生
と
部
長
の
日
髙
あ
か

り
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

◇
目
標
は「
２
ｕ
ｐ
」 

　
　
　
　
　
　

悔
し
さ
を
バ
ネ
に

　

昨
年
の
県
大
会
は
同
率
２
位
と

な
り
、
決
戦
投
票
で
敗
れ
て
上
位

２
校
が
出
場
す
る
中
国
大
会
へ
の

切
符
を
逃
し
ま
し
た
。
そ
の
悔
し

さ
を
晴
ら
す
た
め
、
今
年
は
目
標

を「
２
ｕ
ｐ
」（
順
位
を
２
つ
上
げ

て
最
優
秀
賞
を
獲
得
す
る
）と
定

め
て
練
習
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
少
な
い
人
数
で
は
ど
う
し
て

も
人
数
の
多
い
団
体
に
演
奏
の
迫

力
な
ど
で
劣
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
一
人
で
い
く
つ
か
の
楽
器

を
か
け
持
ち
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、練
習
に
時
間
も
か
か
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
そ
れ
ら
を
カ
バ
ー
す
る

た
め
、「
個
の
力
」を
伸
ば
す
練
習

に
力
を
入
れ
た
と
い
い
ま
す
。

石見中学校吹奏楽部vol. ６

左上から　佐々木陽子先生、服部綾夏さん（１年）、廣瀨七穂さん（３年）、
　　　　　立所奏音さん（３年）、酒井菜花さん（３年）、松浦愁加さん（３年）
左下から　日髙あかりさん（３年）、天川百花さん（１年）、寺本愛理さん（３年）、
　　　　　森脇詩葉さん（３年）、小林美晴さん（２年）

　
「
冬
に
は
独
奏
の
発
表
会
を
行

う
な
ど
、
全
員
が
一
人
で
も
演
奏

で
き
る
力
を
つ
け
る
た
め
に
練
習

し
ま
し
た
。
ま
た
、
息
を
し
っ
か

り
と
使
っ
て
一
人
一
人
が
楽
器
を

響
か
せ
る
こ
と
、
フ
レ
ー
ズ
を
歌

う
こ
と
を
意
識
す
る
た
め
に
合
唱

を
練
習
に
取
り
入
れ
た
り
も
し
ま

し
た
。」（
佐
々
木
先
生
）

　

こ
う
し
た
練
習
を
積
み
重
ね
、

昨
年
12
月
に
行
わ
れ
た
全
日
本
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
島
根
県

大
会
で
は
管
打
８
重
奏
で
金
賞
を

受
賞
す
る
な
ど
、
着
実
に
実
力
を

伸
ば
し
て
い
き
ま
し
た
。

◇
総
力
戦
で
つ
か
ん
だ
最
優
秀
賞

　
「
県
大
会
当
日
は
部
員
の
保
護

者
や
家
族
の
皆
さ
ん
が
練
習
会
場

な
ど
で
楽
器
の
運
搬
を
手
伝
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
総
力

戦
で
し
た
。」（
佐
々
木
先
生
）

　

一
丸
と
な
っ
て
挑
ん
だ
県
大
会

で
の
演
奏
を
終
え
、
日
髙
さ
ん
は

あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
と
い
い
ま

す
。

　
「
昨
年
は
演
奏
後
に
悔
い
が

残
っ
て
泣
い
て
い
る
人
が
い
た
け

ど
、
今
年
は
誰
も
泣
い
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
を
見
て
、
改
め

て
手
ご
た
え
を
感
じ
ま
し
た
。」

　

結
果
は
目
標
と
し
て
い
た
金

賞
・
最
優
秀
賞
。
中
国
大
会
へ
の

出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　
「
発
表
の
瞬
間
は
嬉
し
い
気
持

ち
が
一
番
で
、
大
変
な
事
も
あ
っ

た
け
ど
皆
で
頑
張
っ
て
き
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
中
国
大

会
で
は
、
出
る
か
ら
に
は
１
位
を

目
指
し
た
い
で
す
。」（
日
髙
さ
ん
）

　

８
月
26
日
に
倉
敷
市
で
行
わ

れ
た
中
国
大
会
で
、
石
見
中
学

校
吹
奏
楽
部
は
見
事
金
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
で

素
敵
な
演
奏
を
聴
か
せ
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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【
問
い
合
わ
せ
先
】

浜
田
年
金
事
務
所　

1
０
８
５
５
‐
２
２
‐
０
６
７
０

町　

民　

課 

1
９
５
‐
１
１
１
４　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
６

瑞 

穂 

支 

所  

1
８
３
‐
１
１
２
１　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
０
０
０

羽
須
美
支
所 

1
８
７
‐
０
２
２
１　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
６
５
０
０

障害基礎年金
　障害基礎年金は、国民年金に加入中に、
病気やケガで障がいが残り、日常生活に
制限を受ける状態になったとき受給する
ことができます。
　また、被保険者でなくなったあとでも、
60 歳以上 65 歳未満で、日本国内に住

国民年金保険料の納付条件があります。

１．初診日の属する月の前々月までに
　被保険者期間があるときは、その被
　保険者期間のうち、国民年金保険料
　納付期間と国民年金保険料免除期間
　を合算した期間が２/３以上である
　こと。

請求の手続き
　障害基礎年金を受けるときは、「国民
年金障害基礎年金裁定請求書」に必要書
類を添えて役場に提出します。必要な用
紙には「診断書」もあり、これについては
医師に記載を依頼することとなっていま
す。

《注意！》
　初診日の前日において、これらの要件を
満たしている必要があります。初診日の後
に国民年金保険料を納めたとしても、資格
要件を満たすことはできません！

※　厚生年金に加入中に初診日のある病
　気・けがで障がいになったときには、
　「障害厚生年金」が支給されます。その
　場合の請求先は年金事務所となってい
　ます。
　　詳しくは最寄りの年金事務所、また
　は役場町民課、各支所へ問い合わせく
　ださい。

んでいる間に初診日（※ 1）がある病気や
ケガにより障がいが残り、日常生活に制
限を受ける状態になった時、受給するこ
とができます。

２．初診日のある月の前々月までの１
　年間に未納がないこと（免除も含む）。

※１　初診日とは、障がいの原因となった傷病
　　について、初めて医師等に診療を受けた日
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図書館だより
図書館本館☎ 83-1760　IP050-5207-4600
羽須美分館☎ 88-0001　IP050-5207-6000
石 見 分 館☎ 95-1044　IP050-5207-2400

　

邑
南
町
し
ご
と
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
は
、
町
内
す
べ
て
の
事
業
経

営
者（
全
産
業
分
野
）と
こ
れ
か
ら

起
業
を
考
え
て
い
る
方
が
無
料
で

何
度
で
も
利
用
で
き
る
相
談
所
で

す
。
し
か
し
、
相
談
に
来
て
く
だ

さ
る
方
は
、
商
工
業
者
が
圧
倒
的

に
多
く
、
農
林
業
の
方
か
ら
の
相

談
は
非
常
に
少
な
い
の
が
現
状
で

す
。
邑
南
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
の
売
上
Ｕ
Ｐ
、
経
営
サ
ポ
ー

ト
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、

お
お
な
ん
Ｂ
ｉ
ｚ
の
使
命
の
１
つ

で
も
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
セ
ン
タ
ー
長

の
三
浦
が
、
４
月
か
ら
セ

ン
タ
ー
休
日
を
利
用
し
て

農
家
で
の
現
場
体
験
を
始

め
て
い
た
の
で
す
が
、
こ

の
た
び
日
本
政
策
金
融
公

庫
の
認
定
す
る
農
業
経
営

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
試
験
に
挑

戦
し
、
見
事
８
月
に
合
格

し
ま
し
た
。
同
じ
商
品
が

あ
ふ
れ
て
い
る
市
場
で
勝
負
す
る

に
は
、
い
か
に
し
て
独
自
性
を
見

出
し
、
他
と
違
う
こ
と
を
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
か
が
重
要
で
す
。
相
談

に
来
て
く
だ
さ
っ
た
農
家
さ
ん
の

強
み
を
見
つ
け
、際
立
た
せ
、タ
ー

ゲ
ッ
ト
層
に
わ
か
り
や
す
く
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
売
上
を
Ｕ
Ｐ

さ
せ
る
た
め
の
具
体
的
な
提
案
を

し
て
い
き
ま
す
。

　
「
会
社
経
営
じ
ゃ
な
い
か
ら

自
分
た
ち
は
対
象
外
で
は
な
い

か
？
」と
思
っ
て
し
ま
う
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
が
、
そ
ん

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
！
農
業
の

方
も
、
そ
う
で
な
い
方
も
全
事
業

者
が
対
象
で
す
の
で
、
お
お
な
ん

Ｂ
ｉ
ｚ
ま
で
お
気
軽
に
相
談
予
約

の
連
絡
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

お
お
な
ん
Ｂ
ｉ
ｚ
へ
の

相
談
予
約
は
こ
ち
ら
ま
で
!!

【
問
い
合
わ
せ
先
】

邑
南
町
し
ご
と
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　

☎
・
FAX 

８
３
‐
０
３
２
０

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
５
４
４

お
お
な
ん
Ｂ
ｉ
ｚ
は
、

農
業
の
売
上
Ｕ
Ｐ
相
談
も

お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
！

「ブロード・キャスター」…湊かなえ
　ＫＡＤＯＫＡＷＡ

「任侠浴場」…今野敏　中央公論社
「１分で話せ」…伊藤羊一　ＳＢクリエティブ
「繕う愉しみ」…ミスミノリコ　主婦と生活社
「世界を変えた本」…マイケル・コリンズ

　エクスナレッジ
「農業を株式会社化するという無理」…内田樹

　　家の光社

「図書館司書のおすすめ」
「ＭＡＲＣＨ　１～３」…ジョン・ルイス、アン
　　　ドリュー・アイディン /作　ネイト・パ
　　　イエル /画　押野素子 /訳　岩波書店

　アメリカ公民運動の歴史を振り返ることがで
きるグラフィックノベル三部作。遠い過去のこ
とではなく、現在の私たちの身近にも似たよう
な事例はありそうです。歴史を知り未来の運動
に繋がって
いくのでは
ないでしょ
うか。

　インターネット、携帯電話から検
索・予約ができます。
　右のＱＲコードから携帯サイトへ
アクセスできます。

新 刊 案 内

＜行事予定＞
10月 ２日（火）読書講演会（矢上交流センター）

３日（水）ストーリーテリング勉強会（本館）
20日（土）おはなし会（本館）
21日（日）あそびのつどい（矢上交流センター）

矢上高校生が読み聞かせ！

「講談社おはなしキャラバン隊」
　８月 25日に邑南町に 550 冊の本を載せてキャラバ
ンカーがやってきました。
　親子で 30人の参加があり、キャラバンカーの見学、
おはなし会を楽しみました。
　今回は、矢上高校生男子生徒１人が読み聞かせに挑戦
しました。２冊の本をていねい読んでくれました。本人
は「緊張したけど、いい経験
ができました」とうれしそう
でした。
　今後も図書館の行事に高校
生の参加が増えていくといい
ですね。
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広
報
お
お
な
ん
 ９
月
号
 V
o
l.168

平
成
30
年
 9
月
15
日
発
行

■
発
行
/邑
南
町
役
場
　
■
企
画
・
編
集
/総
務
課
　
■
印
刷
/柏
村
印
刷

〒
696-0192　

島
根
県
邑
智
郡
邑
南
町
矢
上
6000

番
地
　
1
 0855-95-1111

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】 http://w

w
w
.tow

n.ohnan.lg.jp/

　

町
政
座
談
会
で
各
地
区
に
お
邪
魔
し

て
い
ま
す
。
座
談
会
で
は
、
も
ち
ろ
ん

町
へ
の
要
望
等
も
あ
り
ま
す
が
、
自
主

防
災
や
地
域
活
性
・
地
区
別
戦
略
な
ど
、

自
分
た
ち
が
動
い
て
地
区
を
守
り
た
い

と
い
う
よ
う
な
意
見
が
多
く
な
っ
て
き

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

作
物
が
実
り
、
各
地
で
稲
刈
り
な
ど

収
穫
が
進
ん
で
い
ま
す
。
邑
南
町
産

の
Ａ
級
グ
ル
メ
食
材
を
食
べ

て
、
夏
バ
テ
を
ふ
っ
飛
ば
し

ま
し
ょ
う
！
（
新
屋
）

　

今
年
の
夏
は
連
日
高
温
注
意
情
報
が

発
表
さ
れ
、
町
内
の
小
学
校
は
夏
休
み

期
間
中
プ
ー
ル
が
数
日
し
か
開
放
で
き

ず
、
残
念
な
思
い
を
し
た
小
学
生
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な

厳
し
い
暑
さ
が
続
い
た
夏
も
よ
う
や
く

終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
町
内
の
あ

ち
こ
ち
で
稲
刈
り
が
行
わ
れ
、
秋
の
訪

れ
を
実
感
し
ま
す
。
朝
夕
は
肌
寒
い
日

も
増
え
て
き
ま
し
た
。
季
節
の
変
わ
り

目
、
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。（
阿
川
）

※広報おおなんは、環境にやさしい植物油インク
と再生紙を使用しています。

人口の動き
（平成30年８月31日）

前月比 前　年
同月比

　男　／ 5,162 人 -17 -89
　女　／ 5,668 人 -14 -128
　計　／ 10,830人 -31 -217
世帯数／ 4,935 世帯 -19 -47
　　　　　　65歳以上の割合 43.6％

※住民基本台帳人口（外国人含む）を使用しています。

【
訂
正
と
お
詫
び
】

　

広
報
お
お
な
ん
８
月
号
の
５
ペ
ー
ジ

に
次
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

慶
應
義
塾
大
学
Ｓ
Ｆ
Ｃ
研
究
所
と
連
携

協
定
に
係
る
覚
書
を
締
結

　

正
し
く
は
、「
Ｓ
Ｆ
Ｃ
研
究
所
社
会
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ラ
ボ
玉
村
雅
敏
代
表
」


